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ミュージアムライブラリーについて

はじめに

「ミュージアムライブラリー」って

ちょっと聞き慣れない言葉でしょう。

直訳すれば「博物館図書室」、つまち

博物館の中にある図書室という意昧に

なりますね。そんなことわかっている

よとおっしゃる方も多いと思います

が、では、具体的に「ミュージアムラ

イブラリーjが果たすべき役割とは何

かと尋ねられると、これが意外に難し

いものがあるのです。

ことでは、当館のライブラリーの現

状を紹介しながら、「ミュージアムラ

イブラリー」とは何か少し考えてみま

しょう。

ライブラリーの公開

公共図書館が私たちの身近なものに

なってきたのは、そんなに古い話ではあ

りません。まして、博物館のライブラ

リーで自由に利用できる所は、ほんのわ

ずかしかありません。多くの博物館には

図書室の機能を果たしているセクション

が設置されていますが、そのほとんどは

一般には公開されておりません。理由は

幾つか挙げられるでしょう。公開に耐え

得るだけの予算的措置や施設が不十分で

ある、また、専任の職員等を配置できな

いなどのマイナス要素が考えられます。

では、当館はどうなっているので

しょう。旧神奈川県立博物館の時も専

任の司書はいましたが、その他の点、で

一般の方たちへのサービスが思うよう

にはできませんでした。現在は再編整

備により、自然系と人文系とに分かれ、

それぞれの館に司書も配置され、資料

収集をおこなっています。まだまだ、

十分とは言えませんが、学習の場とし

てのライブラリーを公開しています。

鳥の鳴き声が聞こえるライブラリー

当館のライブラリーでは、自然誌に

関する図書や雑誌の閲覧、必要な文献

の複写等ができます。また、映像資料で

あるビデオや CD-ROMを視聴できる

ブースもあり、自由に利用することが

できます。さらに、博物館が収蔵してい

る標本等の資料データを博物館情報シ

ステムの端末で検索することができま

す。3台ある端末機はいつも、利用者の

方が使われていて、とても盛況です。

この検索システムの一つに「神奈川

の自然jがあります。鳥や植物などの

画像や解説があり、鳥に関しては鳴き

声の聴けるものもあります。毎日、さ

まざまな鳥の声がライブラリーにこだ

ましているのです。

図書館には静かに読書や調べものをす

るというイメージがありますが、当館の

ライブラリーには当てはまりそうもあり

ません。当館のように自然系の博物館に

は、遊び感覚で来ていただき、とにかく

楽しんで、いってもらいたいという願いが

私たちにはあります。ライブラリーも同

じなのです。「学習」ではなく「楽修Jし
ていってほしいのです (r楽修jは当館
の演田隆民眼の造語です)。

ライブラリーのカウンターでは、学

芸員が毎日、交替で皆さんからのレ

ファレンスに応じています。河原で

拾った石や近くの山で捕まえた虫や植

物等の名前を知りたいとか、乙れから

の地球環境はどうなってゆくのかなど、

自然誌に関する事柄についての疑問に

お答えしています。もちろん、文献資料

等のレファレンスにも学芸員や司書が

応じています。電話や手紙でも受付け

ておりますので、是非、ご利用下さい。

一歩先行く美術館ライブラリー

さて、ここで全国の博物館の中のライ

ブラリーに目を向けてみましょう 。

3，000館を越えていると言われる博物館

の中で、ライブラリーの機能を果たせる

公開施設を有している館はどのくらいあ

るのでしょうか。統計的な詳しいデータ

は、まだ取られていませんが、施設も資

料も専任職員も揃っている所となると1

j!jlJあるかどうかではないでしょうか。そ
んな中で一歩先を行っているのが美術譜自

の図書室です。開館当初から、公開ス

ペースとしてのライブラリーを設置して

いるところが多く見受けられます。神奈

川県内でも横浜美術館の美術図書室は、

スタッフも施設も資料にも恵まれてい

て、美術館ライブラリーのリーダー的存

在になっているようです。新しく何かを

始めようとする土擦があることも大きな

要素の一つなのでしょう。このことは、

ミュージアムライブラリーの必要性、果
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利用者で賑わうカウンタ一周辺

たすべき役割というものが、まだ確立

されていない現状では、とても重要なこ

とだと言えます。

アーキビストの必要性

INFOX 代表の並河みつえ氏は、

『ミュージアム ・マネージメントJ(東京
堂出版，1鰯)の中で、敵米の博物館が学

芸員や司書と併せて、記録文献を扱う

アーキビストも配置しているように、日

本の博物館でも、この三者それぞれの専

門性を生かした連携と分担が必要で、ある

と提言しています。確かに古文書や郷土

資料などの歴史的資料は、印刷・製本さ

れたものとは異なって、図書館の世界で

も扱いにくいものになっています。

自然誌の分野で考えてみますと、博

物画や古地図などがそれに当たると思

われますが、自然系の博物館には当然

のことながら、「博物学Jの歴史に詳し
いアーキビストが必要になるでしょう。

図書資料の博物館的保存ヘ

神奈川県内の図書館で、自然系の図

書を永久的に保存していくと思われる

施設は残念ながらありません。国立国

会図書館でさえ、戦前から戦後すぐに

かけての資料の収集については、まだ

まだと言わざるを得ないで、しよう。

出版後、半世紀以上を経た刊行物に

は、十分に希少価値があり、図書資料で

はあるのですが、その上に博物館的資

料という付加価値を付けるべきではな

いでしょうか。ミュージアムライブラ

リーの資料収集は「未来の博物館資料j

を集めていることに他ならないのです。

ミュージアムライブラリーの問題

点、課題等のほんの一端をみてきまし

たが、他にも検討すべき事柄は多く残

されているのです。


